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　　　　暁脂蠶 蛹 に 關 す る 2β φ 實 驗

　　　　　　　 杉　　　　田

（喰都帝國犬畢 工學部丞蘖化學教室う

登

．［．　1 〕 緒 ， 言1

　我 國 の 蠶蛹年産額 は 約8000萬貰 （搾粕と し て ）程 度で その 大部分は肥飼料 に用び られ て ゐ為
。

’
蛹

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛1）

は 約60％の 蛋 白質 を含有 し榮養價の 高い こ とは周知の事踏 蛋白質の製齢 法は尾碕氏等に よ り實現

岬 槭 畑 驫 ・購 煙 碕繼 叉 榮繖 ・ 醐 す … と購 像晦 酔
嬬 究 され て ゐ る． 蛹 を用ふ る調嬲 4）製造に至9 珥 鏃 く の研究並 に特誰力蟻 る・

’
古1牴 等嬬

ア ン モ ニ ア O．05・vO ．2％溶液で顔壓處理 犂行鉢脂肪及臭原體 を除去 し た後蛋自質を分離 し之 を原料 と

して 調味糀 鑢 騨 艇 し瀧 田鰓蝋 棚 ・齢 粕叉 は酒粕嫐 並 礪 盛 藤 ・し襯 嬲 羅 しめ

て 調味料を造 らん 鉱 叉騰 廟 1丙藤誠 職 嬲 で得 た ラ
［

ミ ノ翻 鹸 ・・臘 化 ・ ）…

肱 撚 胤 秘 癬 し燻 懿 齲 縣 トをっ 砿 平山鑼 屶・船 解馘 ・・中癰 麩剏 殻ざ玉

蜀黍嚇 を湘 L竕 搬 有騰 類 をカ。一 る蝶 を行 ぴ 潮 澤蜀蝋 ・鯆 酸叉 は … 力 嗹 鞭

加 一 て 黼 せ 。 め 鹸 嚥 繦 。巖 ・唇禾暗 鍬 嫐 原 纏 鮪 ・晦 蛭鰍 軌 で 仕込み 、 禳

氏躑 嫐 臟 。 ，剛 。醤龝 蘿 麟 翻 等 ・郁 釀 熟紐 敵 調縣 を飢 ・ し・1紺 罠

は加紛 解灘 微酸酢 輛 薩 る
・
粉 庭酸酣 蜘 鰰 蘿 淵鍾 硝酸敷 勲 亞融 ・ 』ダ を

蠶鐇瓢蠶 鷺 畿 蕾勢1）鑓黔獣 響羅1簒
煮蛹礎 蝦 糺 微灘 曜 水 と微 ・ ル カ リ性の 溢艇 絞 互 に 販 して lmc：加 し保胎 解せ し め て

ゐ る
。 斯 くの 如 く何れ も所謂 嚥 丑i懺 幽 襁 顯 菓嘸 つ麟 瀚 るが未摺 く雛 の樣 に 思

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （IE）

は れ る 。 鹽酸分解 の 異臭除去に 關 して は veva中江 氏 の 研究が ある が 完全に 目白勺を逹 し て ゐない 様で

・る
．

と編融 ・翻 生 鵡 豹・齬 め代職 抽 家・ 繍 幽 芝諭 ・ 禾・j・し ・紡 韻
な・

。
こ の 緬 曜 味欟 造 は搬 釜 磯 展の 傾向vcあ らう職 謬廟 卿 1繋 嗾 鰍 駆

して 2 、 3 の 小實驗 を行 つ た結果 を報告する 。

　　　
tt
　　．t一　ド1．　 ｝ ・1 『｝・・「n 圏

i
’
，r　≒ビ

・　・“P ，　
1幽」’

　　　　　　‘ μ夏，一］ 」試 ぐ ∵ 1　
・
た斜

實驗に欟 し鑞 萪醜 泉食 肛 業株式會融 廂 與され 識 脂蛹 で あ る 襯 月旨は 確 魏 もの

で あ っ た 。 粉碎 し て一
般分折を行 つ た結果 ぱ麹 の 如 くで あるσ

　　　　　　　全 窒
’「
紫 　 9．58％ 　 ・

「
　 水 　

‘
分・

　 12し54％
’

　　　　　　　蛋 白態 窒 素 　 8 ．54 〃 　 　 　 灰 　 　分 　 5・42 グ 1
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　　 9it　　　　　　　　　（膨闘）　7 　s ノ 酸觀床購製遭に 黝す ち研究 （第 20報）

　　　　　　　ア ミ ド態窒素 　 。i26 ”

　 ・　 　 fiR　 ．
，
．　 ”W ．　 7・48　”

　　　　　　　キ チ ソ 態 窒 素
馳
　 0．11 ” 　　　　　　グ 匂 コ ー

ゲ ゾ 　　　6：＄ ”

　　　　　　　ア ミ ノ 態窒素 　　　O。67”

　　　　　　　り 云炉 フ ラヒrソ 　　　72．ρ」．ぎ／9

　　　　　　　〔III〕　含窒 素物質の 溶 解性に 闢す る實驗

　蛹 を調 味料製造原料 とする 場合の 第 1の 難黜 は 臭無 に あ る φ 原料蛹の完全脱脂 は製 品 の 臭氣 を少

くす る もの で ある が 尚完全 とは 言へ な い 。 私は 調味料原料と し て 用 ぴ る場合附障す る夾雜物を あ る

程度除去 し 、

『
なる べ く純化 した蛋白質 を原料 とすれば製論 の 臭氣を除 き得る もゐでは な い か と考 へ

鋤づ 蛋白質 の 精製に 就 い て 實驗し tde

　　　　（1 ）、含窒 素成勢の 溶劑に よる藩 解性

　試料蛹 を粉碎後各 々 5g を糜 ゆ、 水 、 腑％食鹽水 s 沸騰氷 、

’
O．5〜 2、0％ 苛性 ソ亠 頚液ゼ強出し可

落性窒素量を測 り全窒素に 對する％で 示 し た結果 を次 に擧げる o
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ

　　　　　　　lk 　　　　　　　　　　　l6．32　　　　　　　　　　　　　Q，5％苛ti…ソータ
゜
液　　　　　52。57・

　　　　　　　10％食鹽オく　　　　　19．31　　　　　　　　　　　　　｝．0％苛・性ソ 」一
タ^ 液　　　　　83 ，32

　　　　　　　沸 騰 水 　
17・°2

　 　 　
2・°嚇 性 ソーダ液 ．　 『

8・34

　即 ち冷水 、 煮沸水及食 鹽本可瞬態 の窒素は餘 り相異が な く16〜19％で大部分 は ア ル カ リ可溶性 で

あ一る。

　　　　（2 ） 含窒素物の 溶解度と螺 イ オ ン 離 ・と の 關係

　粉碎蛹 5g を と り 100ccの 水 を加 へ N 苛性 ソ ーダ液叉 は N 鹽酸漢を加 へ て pH 、fを　2i5’tfgtGに 變

へ
、

1 夜敏置 して そ の 可溶憧窒素を測定 した 。 （數字 は全窒素に對 する％で ある
◎

）

　　pH 　 　 2t53 ・03 ・54 ・° 4・55 ・° 5・5
・6・06 ・P ・7・P　 7・58 ・08

・
59 ・0

　　酊 溶體 素 18．67 　 17．・48　 16．30　 15．8・ 16．10　 t8．。。 18．。018 ．5。 18．50・20．17・20．17　2
’
1．、B7　22．2726 ．き7

　蛹含窒素成分の 溶解度は pH 　4．0に 於 て 最小 で あ る
。

　　　　　　　〔IV 〕　整酸加水蝨黜 匡よ雑隅味膨製造試繊

瞬 騨 よ る ア ミ ノ騨 囃 隈 造鯲 て 黝 の 嫡 鏃 去する貝的磁 鞭 殫 湯浸融 行 ひ
，、

其儘分解 した場合 との 比較 を行 つ た 。

　　　　（1） 蛹そ の ま 丶 の 分解

　蛹 2eOgを 3倍量 の 20％鹽酸で 5卍12時聞方卩永 分解し 、 濾過 後 1000ccに 充 し全窒 素
、

ア ミ ノ 態

窒素及 ア ン モ ＝ ア 態窒素を測定 した 。 （數字は 何れ も試 料蛹 に獨する％を以 で示 す
。 ）

　　　　　　　分解時間　　　　全 窒 素　　　　ア ミ ノ 態窒素　　　　ア Y 毛 ニ ア態窒素

　　　　　　　　 5　　　　　　　　8．02　　　　　　　　　2 ．84　　　　　　　　　　0。417
’

　　　　　　　　 B　　　　　　　　　8．95　　　　　　　　　　2 。89　　　　　　　　　　　
」
  O’Sσ1

　 　 　 　 　 　 　 　 10・
　　　　　　　　g．00　　　　　　　　　　3．77　　　　　　　　　　　Qト504

　　　　　　　　 12　　　　　　　　　　　7．50　　　　　　　　　　　　3．89　　　　　　　　　　　　　gゆ5臼4
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』
　ア 健 レ嬾 麟 易 研 究 ∈第2q報う

此等 を試料蛹の蠏 素む憲00．と し て 換算す る と

鯛 時間，
　

．5

　 8

　 10

　 12

全 窒 素 　 　 　 ア ミ ノ 態窒素

93．71　　　　　　　　　　　　29．64

93L
’
33　　　　　　　　　　　30．16

9　 ・B4　　　　　　　39・a5

78．29　　　　　　　　　　　　40 ．60

分解時間 は 8　一・IO時間が適當で あ る 。

　12） 温湯浸出蛹の 加水 分解

ア 堵 モ ＝ ア 態窒素

　　4・P5
　

’
5。23

　 　 525

　　 5・25

gs・

・卵恥 個嫐 聯 細 即 ρ倍暈の 繦 勧 胚 N 騨 に て ・脚 に 繍 し 1囎 卿
゜9，1・

繍 砥 癖恥 殘齷 糠 靴 禪 し殘渣峠鳳乾 しその …嬋隷 を ・ 濾液はそρ 溶 糠 素量遡 掟

した 。

　　　　　　　瞬 潭 塗 ．無
．・ 2煙   ， ， 9 碑 液 全

、琴　 13・，
35L

．
　　　　　　　 風 乾 物 總 量 　 　 1。465k9 　 　 　 　 　 濾 液 中可 溶窒素 　 　 1．033％

　　　　　　　 風 乾 物永 分 　 　 15．22％　 　 　 　 　 　ア ミ ノ 態！窒 索 　 　 0，045 ”

　　　　　　　鳳乾物傘鱗 　
’』
　 8・殍％　　

「
．　　　

．．m ソ毎 ニ ア 態窒素　
層
O・．1q6”

　．

　風乾殘漬 は前同様加 ．漁 分解逆行 っ だ 。 そ¢ 嚇 某泌示 す
。

　　　　　　　 分解時間 　 　 　全 窒 素 　 　 　ア ミ ノ 態 窒 素 　 　 　ア ゾ モ ニ ア 態 窒
．
素

・

　　　　　　　　 〜5　　　　　　　　
’6・98　　　　　　・　　 3・06　

1
　　　　　　　　　q量君（》

　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 − ． ・ 3．7ア 　 O副34

　　　　　　　　 こP・　 　 　 9，・02（？）　
・
　 4．：7 　 　 　 　 0溺

　　 　　 　　　 　 筆2　　　　　　　　　　et45　　　
’
　　

・
　　　　 4．60　　　　　　　　　　　　　0 乙72　

』

　此等 を全窒素に 對する ％で 表す と　
・
　　　　 　　　　 　　　　 、

　 　 　 　 　 　 　 　
’
．
’
蚤　　　　　　　　　7B．25　　　　　　　　　 34．30　　　　　　　　　　　　4．θ3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 8　　　　　　　　　
’
　一　　　　　　　　　、　　　42．26　　　　　　　　　　　　　3．81

　　　　　　　　 n・1α　　　　　　　　　101・10（？）　　　・　．’　46．74　　　　　　　　　　　　　7
喊◎6

’

　 　 　 　 　 　 　 　 − 12　
』
　　　　　　　 「94」62　　　　　　　　

．
　 ・51．56　　　　　　　　　　　　　 8．01’・．．、

．ti・b
’
場合め分鰍 は （b に上獣 て Ptiミ ノ鱒 轍 ・ ン モ ニ ァ鱇 に富ん で ゐ 磊 奏解饑 触 、

處で は 10時間が 最大 で あつ た 。

　
・
ぐ勢

「1
講 味 料

（1）と（2 ）と よ り得 た加紛 角皸 は ソ

r
一蝦 kて “H5 旅 面 和 し皇呶 香氣靴 較 廉 ♂結

．

果 を次 に 示 す・ （晶評等級を數字 で表した。 ）、

　　　分解時間

⊂1 ）！li
‘

番氣
』
　 郵 糞

2　　　　　　重

2　 　　　　 2

1　　　　　　 3

．11　　　　　、
’
2
．．

摘
．・　 越

張い 漁奥蹶 ず

藷臭翡甚も酸味軽蚤し．
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　　　　　　　　c・
’
・　（：i i’

．1 ．難灘 鵡
　臭氣除去 めため温湯浸出し て 加水分解 し た が 目的 を達する こ とが冊來なか つ 7ie．然 し10時 閼分解

せ る もの は 呈 味が 著 し く良好で あ つ 拠 。

　　　　　　　〔V 〕 製麹淌化試瞼

．1
蛹血含永炭素物質が 歩く替耋素成分 を主體とずる

‘
もゐで あるかも乏に麹菌陸索殖を已ある

丁
と蛋白

厳 黼 幅 練 爽 の 冠 毒 ・
・
を轍 携 か ら製慰 ほ巍 の翻 をカ。配 舫 樋 欝で 赫

と思 は れ る 。

　私 は pH4 ・0 の 渾湯 で 浸出精製 した蛹 に
・5 ・− 20ttの 澱籾・を加へ そ製麹鼕行 ぴ1

 
更に得た麹の 淌化

試驗 を行 つ た 。

　　（1） 蛹は 澀湯浸出後風乾 しき  及 55％の 水 を吸收せ しめ 、 5　N20 ％の澱粉を加 へ 常壓 で 4 ・− 5

時間蒸熟 し て 製麹 を行 つ た
。 嵩麹 蒔の 全窒素 ． 可 溶

’
膣 素及 7 、ミ ィ態窒素は孜 Q 郊 くで あ／tt・2ee’

．　 （a ）　50％給水 の場合

　　　　　　　 澱 粉 混 和
1
量 0 5 10 20

　　　　　　　全 窒 素
「
　 　 1L21 　 　 10・07 　 　 8．34 　 、 7．76

　　　　　　　可1溶 性：窒 素　　　　　2．17　　　　 2．18　　　　 2 ．08　　　　 1。26

　　　　　　　ア ミ ノ 態 窒棄 　 　 0．86 　 　 0．84 　 　 ・0．68 　 　 0．5S

　　（b ） 55％給水の 場合

　　　　　　　澱 粉
一
混 和 量、　　　 　 0 　　　　 5 　　　 」10 　 　　　 20

　　　　　　　 全 　　　窒　　素　　　　　　　9．35　　　　　　9．23　　　　　　　8。20　　　　　　　9ち04

　　　　　　　可 溶 性 窒 素 　 　 　 　1．83 　 　 　 1．88　 　
’

、．L95 　 　 　 1．．04

　　　　　　　ア ミ ノ 態 窒 素・
　　　 0．23 　　 ，0．11　　

』』0。14 　　　 0．04

踊 恥 轡 麹 し嬲 合よ「「り
・μ雫醐 を混和 し蝉 命筋 が孅 曝 殉ζ著しく．勘 つた融 〉に

於て は 可溶性窒素 が 少か つ た 。

　　
（2 ） ellva前期 闘 に 55％の紛 を吻 kせ しめ 5 − 2・％の醐 を混禾llして 力昌鱗 叫 b・で 1

噸 灘 し蝉 砺 つ 鳶・
4H 目髄 し齢 P鐸 素歓 に 示 ％

　　　　　　　澱粉混 和 量 　　　　　　0　　　　　 5　　　　　 io　　　　　 孕0

　　　　　　　全　　窒　　素　　　　　　　　　工2．01　　　　　　　11．72　　　
’
　　　10：44　　　　　　　　10．41

」

　製麹は （1 ）（2 ）と も澱籾 の 混和に よ り良麹 を得る こ と〜が滸來 る♂ ：

　　（3 ）　淌化試驗

（1 ）（2 ）で 得轡 噸 倍勲 嘩 加 へ ・・… 一ル 及 ・ 』 ・ … ム演旛 しづ q 邇黼 一3・・ C

で 淌化 させ た 。 淌化液の 可溶性窒素及 ア ミ ノ態窒素を測 り之を原料麹に對す る ％で表せ ば次 の 如 く
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’1

ア ミ ン
「
酸調味料襲i造に隔す ぢ研究（第20報）

で ある 。

　 ．（1）鱈 0％給永常嚇 繦麹 の 淌化

　　　　　　　澱 粉 混和 堂 　
「 1 「・b

　 　 　　 　 　 　可 溶 屑s窒 素　　　　　　　　5●39

　　　　　　　ア ミ ！態窒素　　　　　　　2．52

嵐 餮原粁黎璽至窒素を！
100と 鞍・不換算ン騒 ≠

　　　　　 ・’

ぐ
．澱 粉 躑 和量 　　　　　

．・o

　　　　　　　可 溶 性 窒 素 　　 　　48．08

　　　　　　　フ
’

ミ ノ 態 窒素　　　　　　　　　20．69

　　（2 ）　55％給水常壓蒸 饌麹の 淌化

　　　　　　 1甑 粉 混．
瓢蟄 ．・、！ t ．1

．・　 0

　　　　　　　可 溶：性 窒 素 　 　 　 　5．55
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　之を原料麹の 全窒素 を100として 換算する と

　　　　　　　澱 粉 混 和 量　　　　　 0

　　　　　　　可 溶性 窒 素　　　　　　　　53．35

　　　　　　　ア ミ ノ 態窒 素　　　　　　　　27．91
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10％の 澱粉を混和せ る場合 の 麹の 淌化は共に よ く61％程度癒 あつ 准。
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　（3 ） 高 壓蒸熟麹の 淌化

　　　　　　澱 紛 混 和 量　　　　　 0

　　　　　　可溶 性 窒 素 　 　 5・17

　　　　　　ア ミ ノ 態 窒素 　 　 　 　2．03

之 を原糊 魎の 全窒素を 100と し て 換算する と

　 　　 　 　 　澱 粉 混 和 量　　　　　　0

　　　　　　可 溶 性 窒 素　　　　　　　　　43。03

　　　　　　ア ミ ノ 態窒i素　 　 　 16．90
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　淌化は何れの 場合 も澱粉の 混和量 10％の もの が 著 し くよか ρ た。 高壓蒸熟麹の 淌化 は常歴蒸熟麹

の 淌化 に比 し劣 つ て ゐた 。 蒸熟の 不充分に よるか と思は れ る6 淌化に於 ける窒 素の利 用率は斯 くの

如 く低 い こ とが わ か る
。 淌化液は苦味著し く濃縮に よ り不快臭を拌ぴ 液 は粘稠を呈 し色澤 は 良 好で

あるが 旨味に 乏 しい
。

〔Vl 〕 線 括

以上 の 結果を綜 括す る と

1． 鹽酸分解に於て は分解時間 10時間が 適當で あ る
。

2． 脱脂蛹は脱脂不充分 の た め分解液の 表面 IC油分が淨遊 する こ とが ある
。

分解液 の 臭氣は主 と
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し て蛹中の 不 飽和 脂肪酸の 變性 し た もの の kllく思はれ るか ら脱脂 は完全 に 行はね ばならない 6

　3． 濃湯圸嵩蛹或は 蛹 そ の ま 1 の 鹽酸分解に よ る 調味料製幾に 於 て は 製轟の瑛書に盤 り大 控な く
　 　 　 　 　 　 　 t

好結果 が得 られ なか つ た 。 婦の 腕脂が完全 で あれ ば r業操作の 便宜．E原料を精遐し て 直接贐酸分解

すれ ばよ い と考 へ る 。

　4． 蛹の 製麹は 蛹の み で は 困難で あるが とれ に澱粉を混和す る こ とに ょ b良麹 を得 る こ とが出來
「

る。 清化試驗の 結果澱粉の 含量 10％が適嘗で あつ た 。 淌化液ぱ色調に 於で醤油に 劣 らない 承彡少苦

味を有 し窒素 の 利 噂牽が 低 い か ら旨味に 乏 しい
。 即 ち麹菌   作 用の み に て の 調味料製造 は 困難で あ

る と，LOLはゴL る o

　　　　　 本實験 は 高 田歌 授の 御指導 か 賜 つ 六 もの で 厚 く感謝致 します e ．
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